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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体を用いた所定の遊技を実施可能であり、所定の払出条件が成立したことにもと
づいて遊技媒体を払い出す遊技機に関する情報を管理する遊技用管理装置であって、
　前記払出条件が成立したことに応じて前記遊技機から出力される情報であって、該払出
条件が成立することにより払い出す遊技媒体数を特定可能な払出条件成立情報と、前記払
出条件が成立したことによる遊技媒体数が払い出されたことに応じて前記遊技機から出力
される情報であって、該払い出された遊技媒体数を特定可能な払出済情報と、を入力する
ための情報入力手段と、
　所定期間における前記払出条件成立情報から特定される遊技媒体数の合計と該所定期間
における前記払出済情報から特定される遊技媒体数の合計との差数を算出し、該算出した
差数が、所定の閾値以上であるか否かを、所定タイミングにて判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記差数が所定の閾値以上であると判定されたことを条件に所定
の報知を行う報知手段と、
を備え、
　前記判定手段は、前記所定タイミングとして、第１タイミングまたは該第１タイミング
とは異なる第２タイミングにて前記判定を実施可能であって、前記第１タイミングと前記
第２タイミングのそれぞれに対応して設定された異なる所定の閾値に基づいて前記判定を
実施する
　ことを特徴とする遊技用管理装置。



(2) JP 5892437 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

【請求項２】
　遊技媒体を用いた所定の遊技を実施可能であり、所定の払出条件が成立したことにもと
づいて遊技媒体を払い出す遊技機に関する情報を管理する遊技用管理装置であって、
　前記払出条件が成立したことに応じて前記遊技機から出力される情報であって、該払出
条件が成立することにより払い出す遊技媒体数を特定可能な払出条件成立情報と、前記払
出条件が成立したことによる遊技媒体数が払い出されたことに応じて前記遊技機から出力
される情報であって、該払い出された遊技媒体数を特定可能な払出済情報と、を入力する
ための情報入力手段と、
　前記遊技機の遊技状態を判別する遊技状態判別手段と、
　前記遊技状態判別手段により判別した遊技状態が所定遊技状態であることに応じて、所
定期間における前記払出条件成立情報から特定される遊技媒体数の合計と該所定期間にお
ける前記払出済情報から特定される遊技媒体数の合計との差数の算出を開始し、該算出し
た差数が、所定の閾値以上であるか否かを、前記遊技状態判別手段により判別した該所定
遊技状態に基づく所定タイミングにて判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記差数が所定の閾値以上であると判定されたことを条件に所定
の報知を行う報知手段と、
を備え、
　前記判定手段は、前記遊技状態判別手段により、前記所定遊技状態として、第１遊技状
態または該第１遊技状態と異なる第２遊技状態であると判別されたときに、前記第１遊技
状態と前記第２遊技状態のそれぞれに対応して設定された異なる所定の閾値に基づいて前
記判定を実施する
　ことを特徴とする遊技用管理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技媒体を用いた所定の遊技を実施可能であり、所定の払出条件が成立した
ことにもとづいて遊技媒体を払い出す遊技機に関する情報を管理する遊技用管理装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、遊技機として、遊技球などの遊技媒体を発射装置によって遊技領域に発射し、遊
技領域に設けられている入賞口などの入賞領域に遊技媒体が入賞すると、所定個の遊技球
が遊技者に払い出されるものがあり、これら遊技機における遊技球の払出数、例えば、個
々の大当り中において払い出された遊技球を外部で管理するために、払い出された遊技球
の検出することにより遊技球の払い出し数に応じた賞球信号（払出済信号）をホールコン
ピュータ等の管理装置に外部出力するものがある。
【０００３】
　これら賞球信号（払出済信号）を使用して払い出された遊技球を管理する場合において
、例えば大当り等により短期間に多くの入賞が発生すると、遊技球の払い出し能力には限
度があるので、入賞から該入賞に対応する賞球が払い出されるまでの期間が長くなってし
まうために、大当り等の遊技状態が終了した後に賞球信号（払出済情報）が出力される状
態が発生する場合があり、このような場合には、賞球信号（払出済情報）に対応する賞球
が大当り中に払い出されたものであるのか、或いは大当り後の遊技状態においては払い出
されたものであるのか、例えば、大当り後に直ぐに大当りとなった場合には、どちらの大
当りにおいて払い出されたものであるのかを判別できなくなってしまう虞があるために、
これら遊技球の払い出し数に応じた賞球信号（払出済情報）とともに、入賞による賞球数
の払い出し条件が成立したことを示す信号（払出条件成立情報）を、該入賞に対応した遊
技球の払い出しに係わらずに迅速に外部出力するものがある（例えば、特許文献１参照）
。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１５６０８８号公報（第４４頁）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　これら特許文献１にあっては、賞球信号（払出済情報）による遊技球数と、払い出し条
件が成立したことを示す信号（払出条件成立情報）による遊技球数とは、当然に同一であ
ることが原則であるので、これらの遊技球数を個々に集計して、各集計値の差が所定の閾
値以上であるか否かを判定することにより、遊技機の不具合や不正の有無を把握できるも
のの、これら各信号は、上記したように時間的にずれて出力される、つまり、賞球信号（
払出済情報）が、払い出し条件が成立したことを示す信号（払出条件成立情報）よりも遅
れて出力されるため、不具合や不正を把握するために、各集計値の差が所定の閾値以上で
あるか否かの判定を常時実施すると、不正や遊技機の不具合が無くても、所定の閾値以上
であると頻繁に判定されて、不具合や不正の把握精度が著しく低下してしまうばかりか、
これら判定に要する処理負荷も大きくなってしまうという問題がある。
【０００６】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、不具合や不正の把握精度の低
下を回避しつつ、処理負荷も低減することのできる遊技用管理装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技用管理装置は、
　遊技媒体（パチンコ玉）を用いた所定の遊技を実施可能であり、所定の払出条件が成立
したこと（入賞）にもとづいて遊技媒体を払い出す遊技機（パチンコ機２）に関する情報
を管理する遊技用管理装置（台端末５，ホールコンピュータ１４０）であって、
　前記払出条件が成立したことに応じて前記遊技機から出力される情報であって、該払出
条件が成立することにより払い出す遊技媒体数を特定可能な払出条件成立情報（賞球信号
１）と、前記払出条件が成立したことによる遊技媒体数が払い出されたことに応じて前記
遊技機から出力される情報であって、該払い出された遊技媒体数を特定可能な払出済情報
（賞球信号２）と、を入力するための情報入力手段（例えば、台端末５における信号入力
部５８１ｅ，５８１ｆ）と、
　所定期間における前記払出条件成立情報から特定される遊技媒体数の合計（例えば、入
賞総賞球数）と該所定期間における前記払出済情報から特定される遊技媒体数の合計（例
えば、払出総賞球数）との差数（賞球差数）を算出し、該算出した差数が、所定の閾値（
異常判定閾値）以上であるか否かを、所定タイミング（例えば、最後の賞球信号２の入力
があった時点から所定期間が経過した判定タイミング）にて判定する判定手段（例えば、
制御マイコン（ＭＰＵ）５７９がステップＳｔ１３を実施する部分）と、
　前記判定手段により、前記差数が所定の閾値以上であると判定されたことを条件に所定
の報知を行う報知手段（ホールコンピュータ１４０の表示装置１４７が図１４の警告画面
を表示する部分）と、
を備え、
　前記判定手段は、前記所定タイミングとして、第１タイミングまたは該第１タイミング
とは異なる第２タイミングにて前記判定を実施可能であって、前記第１タイミングと前記
第２タイミングのそれぞれに対応して設定された異なる所定の閾値に基づいて前記判定を
実施する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、払出条件成立情報から特定される遊技媒体数の合計と払出済情報か
ら特定される遊技媒体数の合計との差数が所定の閾値以上であるか否かの判定が、所定タ
イミングにおいてのみ実施されるので、差数が所定の閾値以上であると頻繁に判定されて
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、不正や不具合の把握精度が低下してしまうことを回避できるとともに、これらの判定を
常時実施する場合に比較して該判定の処理負荷を低減することができる。
【０００８】
　本発明の請求項２に記載の遊技用管理装置は、請求項１に記載の遊技用管理装置であっ
て、
　遊技媒体（パチンコ玉）を用いた所定の遊技を実施可能であり、所定の払出条件が成立
したこと（入賞）にもとづいて遊技媒体を払い出す遊技機（パチンコ機２）に関する情報
を管理する遊技用管理装置（台端末５，ホールコンピュータ１４０）であって、
　前記払出条件が成立したことに応じて前記遊技機から出力される情報であって、該払出
条件が成立することにより払い出す遊技媒体数を特定可能な払出条件成立情報（賞球信号
１）と、前記払出条件が成立したことによる遊技媒体数が払い出されたことに応じて前記
遊技機から出力される情報であって、該払い出された遊技媒体数を特定可能な払出済情報
（賞球信号２）と、を入力するための情報入力手段（例えば、台端末５における信号入力
部５８１ｅ，５８１ｆ）と、
　前記遊技機の遊技状態を判別する遊技状態判別手段（例えば、制御マイコン（ＭＰＵ）
５７９が、大当り信号１、大当り信号２、時短信号の入力状態からパチンコ機２の遊技状
態を特定する部分）と、
　前記遊技状態判別手段により判別した遊技状態が所定遊技状態（例えば、大当り状態、
時短状態）であることに応じて、所定期間における前記払出条件成立情報から特定される
遊技媒体数の合計と該所定期間における前記払出済情報から特定される遊技媒体数の合計
との差数の算出を開始し（制御マイコン（ＭＰＵ）５７９が、大当り状態または時短状態
となったことに応じて、賞球差数カウンタに賞球信号１の入力により１０を加算するとと
もに賞球信号２の入力により賞球差数カウンタから１０を減算を実施する部分）、該算出
した差数（賞球差数カウンタのカウンタ値）が、所定の閾値（異常判定閾値）以上である
か否かを、前記遊技状態判別手段により判別した該所定遊技状態に基づく所定タイミング
（例えば、大当りが終了から３０秒後若しくは時短状態終了から１０秒後）にて判定する
判定手段（例えば、制御マイコン（ＭＰＵ）５７９がステップＳ１２を実施する部分）と
、
　前記判定手段により、前記差数が所定の閾値以上であると判定されたことを条件に所定
の報知を行う報知手段（ホールコンピュータ１４０の表示装置１４７が図１４の警告画面
を表示する部分）と、
を備え、
　前記判定手段は、前記遊技状態判別手段により、前記所定遊技状態として、第１遊技状
態または該第１遊技状態と異なる第２遊技状態であると判別されたときに、前記第１遊技
状態と前記第２遊技状態のそれぞれに対応して設定された異なる所定の閾値に基づいて前
記判定を実施する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、払出条件成立情報から特定される遊技媒体数の合計と払出済情報か
ら特定される遊技媒体数の合計との差数が所定の閾値以上であるか否かの判定が、遊技機
における所定の遊技状態に基づく所定タイミングにおいてのみ実施されるので、差数が所
定の閾値以上であると頻繁に判定されて、不正や不具合の把握精度が低下してしまうこと
を回避できるとともに、これらの判定を常時実施する場合に比較して該判定の処理負荷を
低減することができる。
【０００９】
　本発明の手段１に記載の遊技用管理装置は、請求項１または２に記載の遊技用管理装置
であって、
　遊技者にとって有利な遊技状態である有利遊技状態（例えば、大当り状態や時短状態）
の終了を判別する遊技状態判別手段（例えば、制御マイコン（ＭＰＵ）５７９が、信号入
力部５８１ａ～ｃの入力状態により、大当り状態や時短状態の終了を検知する部分）を備
え、



(5) JP 5892437 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

　前記判定手段は、前記遊技状態判別手段にて判別した有利遊技状態の終了を契機とする
予め定められたタイミング（大当りが終了から３０秒後若しくは時短状態終了から１０秒
後）を前記所定のタイミングとして前記判定（ステップＳ１２）を行う
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、有利遊技状態に乗じて行われる不正を的確に把握することができる
。
【００１０】
　本発明の手段２に記載の遊技用管理装置は、請求項１、請求項２、手段１のいずれかに
記載の遊技用管理装置であって、
　１の払出済情報（賞球信号２）が前記情報入力手段に入力された時点から次の払出済情
報（賞球信号２）が入力されるまでの経過期間が所定時間に達したことを検知する検知手
段（例えば、制御マイコン（ＭＰＵ）５７９が、判定用タイマがタイマアップしたかをＳ
ｔ１にて検知する部分）を備え、
　前記判定手段は、前記検知手段によって前記経過期間が所定時間に達したことを検知し
たことを契機とする予め定められたタイミングを前記所定のタイミングとして前記判定を
行う（例えば、制御マイコン（ＭＰＵ）５７９が判定タイマ監視処理におけるステップＳ
ｔ１２を実施する部分）
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、検知手段によって経過期間が所定時間に達したことを検知したこと
を契機とする予め定められたタイミング、つまり、短期間における払出条件の成立に伴う
一連の遊技媒体の払い出しが完了することで差数が少なくなるタイミングにおいて判定を
実施するので、大きな差数が変動することによる判定への影響を低減できるため、判定の
精度を高めることができる。
【００１１】
　本発明の手段３に記載の遊技用管理装置は、請求項１、請求項２、手段１、手段２のい
ずれかに記載の遊技用管理装置であって、
　前記判定手段は、前記払出条件成立情報（賞球信号１）から特定される遊技媒体数の合
計（例えば、入賞総賞球数）と前記払出済情報（賞球信号２）から特定される遊技媒体数
の合計（例えば、払出総賞球数）とが一致するか否かを定期的に判定する一致判定手段（
図１６に示す変形例において、制御マイコン（ＭＰＵ）５７９が、監視用タイマがタイマ
アップする毎にステップＳｋ２を実施する部分）を含み、該一致判定手段により不一致と
判定された期間が所定期間以上となったことを契機とする予め定められたタイミングにお
いて前記判定を行う（ステップＳｋ４にて不一致カウンタが規定値となったと判定された
時点においてステップＳｋ７の判定を行う部分）
　この特徴によれば、不一致と判定された期間が所定期間以上となった場合に限り差数が
閾値以上であるか否かの判定が実施されるので、差数が存在する状況下において閾値によ
る判定をタイムリーに実施でき、差数が存在しない状況下において無駄に判定が実施され
てしまうことを回避できるので、これら無駄な判定に伴う処理負荷を削減することができ
る。
【００１２】
　本発明の手段４に記載の遊技用管理装置は、請求項１、請求項２、手段１～手段３のい
ずれかに記載の遊技用管理装置であって、
　前記払出済情報（賞球信号２）に基づいて、所定の単位期間あたりに払い出された遊技
媒体数を特定する単位期間払出数特定手段（変形例において、制御マイコン（ＭＰＵ）５
７９が単位時間賞球数特定処理を実施する部分）を備え、
　前記判定手段は、前記単位期間払出数特定手段により特定された単位期間あたりに払い
出された遊技媒体数の変化に関する所定条件が成立したことを契機とする予め定められた
タイミングにおいて前記判定を行う（単位時間賞球数特定処理にて特定された賞球数の変
化が、予め設定されている規定値Ｐ以上となった場合に判定を実施する部分）ことを特徴
としている。



(6) JP 5892437 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

　この特徴によれば、例えば、単位期間あたりに払い出された遊技媒体数の変化が所定値
以上であることを所定条件とすることで、多くの遊技媒体が短期間に払い出される大当り
等の遊技状態が終了した時点を特定できるようになるので、終了した遊技状態に乗じた不
正を的確に把握することができる。
【００１３】
　本発明の手段５に記載の遊技用管理装置は、請求項１、請求項２、手段１～手段４のい
ずれかに記載の遊技用管理装置であって、
　前記判定手段は、前記所定のタイミングとして、２以上の異なるタイミング（例えば、
大当り終了後の判定タイミングや、時短状態終了後の判定タイミング）にて前記判定を実
施する（ステップＳ１２を実施する部分）とともに、各タイミングの判定においては、各
タイミングに対して設定された異なる閾値を使用する（ステップＳ１１にて各判定タイミ
ングに対して設定された異常判定閾値を特定する部分）ことを特徴としている。
　この特徴によれば、個々のタイミングにて、各タイミングに対して設定された異なる閾
値により判定を実施するので、各タイミングに対応した的確な判定を実施できる。
【００１４】
　本発明の手段６に記載の遊技用管理装置は、請求項１、請求項２、手段１～手段５のい
ずれかに記載の遊技用管理装置であって、
　前記遊技機（パチンコ機２）における遊技に使用された総使用遊技媒体数（総打込玉数
）と、前記遊技機における遊技において払い出された総払出遊技媒体数（払出総賞球数）
とを集計する総数集計手段（台端末；遊技情報テーブル、ホールコンピュータ；各台遊技
情報テーブル）を備え、
　前記総数集計手段は、前記総払出遊技媒体数の集計を、前記払出済情報（賞球信号２）
に基づいて実施する（賞球信号２の入力毎に１０を払出総賞球数に加算する部分）ことを
特徴としている。
　この特徴によれば、払出済情報に基づいて総払出遊技媒体数を集計するので、遊技機に
おいて実際に払い出された遊技媒体数の総数が集計されるため、これら各遊技機の総払出
遊技媒体数の合計値と、獲得された遊技媒体数を計数する計数装置において計数された遊
技媒体数の合計値とは、原則的に同一であることから、これらの対比を簡便に実施するこ
とができる。
【００１５】
　本発明の手段７に記載の遊技用管理装置は、手段６に記載の遊技用管理装置であって、
　前記総数集計手段（台端末；遊技情報テーブル、ホールコンピュータ；各台遊技情報テ
ーブル）は、前記払出済情報（賞球信号２）の入力が無いが前記払出条件成立情報（賞球
信号１）の入力が有るとき（図１６に示すように、賞球信号１の入力があって入賞総賞球
数が多く、賞球信号２の入力が無くて払出総賞球数が少なくて賞球差数異常が判定された
とき）には、前記払出済情報に代えて前記払出条件成立情報に基づいて前記総払出遊技媒
体数の集計を実施する（図１５において「切り替える」を選択することで、台データの算
出に払出総賞球数に代えて入賞総賞球数を使用する部分）
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、払出済情報の入力に異常が発生しても、総払出遊技媒体数の集計を
継続できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施例における遊技用システムの構成を示すシステム構成図である。
【図２】実施例に用いたパチンコ機２とカードユニット３とを示す正面図である。
【図３】実施例に用いたパチンコ機２の操作部を示す上面図である。
【図４】実施例に用いたパチンコ機２の裏面図である。
【図５】実施例に用いた台端末５に入力される各信号の入力形態を示す図である。
【図６】（ａ）は、実施例に用いた台端末５の構成を示すブロック図であり、（ｂ）は、
台端末５から送信される送信データ列の構成を示す図である。
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【図７】実施例に用いた台端末５における遊技情報テーブルを示す図である。
【図８】実施例に用いたホールコンピュータ１４０の構成を示すブロック図である。
【図９】実施例に用いたホールコンピュータ１４０における台別遊技情報テーブルを示す
図である。
【図１０】実施例に用いたホールコンピュータ１４０における台別遊技状態履歴テーブル
を示す図である。
【図１１】実施例に用いたホールコンピュータ１４０における賞球差数判定設定画面を示
す図である。
【図１２】実施例に用いた台端末５において実施される賞球差数カウンタ処理の処理内容
を示すフロー図である。
【図１３】実施例に用いた台端末５において実施される判定タイマ監視処理の処理内容を
示すフロー図である。
【図１４】実施例に用いたホールコンピュータ１４０における賞球差数異常警告の表示出
力態様を示す図である。
【図１５】実施例に用いたホールコンピュータ１４０における賞球データ詳細画面の表示
出力態様を示す図である。
【図１６】変形例における賞球数監視処理の処理内容を示すフロー図である。を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明に係る遊技用管理装置を実施するための形態を実施例に基づいて以下に説明する
。
【実施例】
【００１８】
　まず、本発明の遊技用管理装置を構成する台端末５並びにホールコンピュータ１４０が
適用された本実施例の遊技用システムの構成を図１に示す。本実施例の遊技用システムは
、図１に示すように、遊技場において複数配置された遊技島に並設される遊技機であるカ
ードリーダ（ＣＲ）式パチンコ機（以下、パチンコ機と略記）２と、該パチンコ機２に対
して１対１に対応設置され、遊技媒体であるパチンコ玉の貸出しや貯玉の再使用（再プレ
イ）を、プリペイドカードであるビジターカードまたはプリペイドカード機能を有する会
員カードを用いて実施可能とするためのカードユニット３と、各パチンコ機２から払い出
された遊技媒体であるパチンコ玉数や各パチンコ機２にて使用されたパチンコ玉数等の各
種遊技情報が入力される台端末５と、該台端末５に入力された各遊技情報を、接続されて
いる各台端末５から更に収集する各遊技島毎に設置された島端末６と、各島端末６にて収
集された当該遊技場に設置されている各パチンコ機２の遊技情報を受信し、該受信した各
パチンコ機２の遊技情報に基づいて各パチンコ機２における遊技状態や賞球数や打込玉数
等の各パチンコ機２に関する情報を管理するホールコンピュータ１４０とから主に構成さ
れている。
【００１９】
　本実施例のパチンコ機２と台端末５とは、図１並びに図５に示すように信号ケーブル９
を介して接続されており、各台端末５はさらに通信ケーブル１０を介して島端末６と接続
されており、これら台端末５と島端末６とは簡易ローカルエリアネットワークにより双方
向にデータ通信可能とされていて、島端末６からのデータ出力指示に基づいて、台端末５
が各パチンコ機２や各パチンコ機に対応して設けられたアウト球計数器２６（図２参照）
等から出力される後述する各種の信号の入力により収集した遊技情報を含むデータを送信
するようになっている。
【００２０】
　更に、これら各島端末６はハブ７を介して通信ケーブル８にてホールコンピュータ１４
０に接続されていて、島端末６とホールコンピュータ１４０とが、比較的高速のデータ通
信可能なローカルエリアネットワークにより双方向にデータ通信可能とされていて、前記
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島端末６にて各台端末５から収集された各パチンコ機２から収集した遊技情報を含むデー
タがまとめられて、前記ホールコンピュータ１４０に所定時間毎に送信されることで、該
ホールコンピュータ１４０が各パチンコ機２に関する情報を収集して集中管理できるよう
になっている。
【００２１】
　まず、本実施例に用いたパチンコ機２について説明すると、本実施例に用いたパチンコ
機２は、図２に示すように、額縁状に形成されたガラス扉枠２２を有し、該ガラス扉枠２
２の下部表面には打球供給皿２３がある。打球供給皿２３の上面所定箇所には、操作部１
４が設けられているとともに、打球供給皿（上皿）２３の下部には、打球供給皿２３から
溢れたパチンコ玉を貯留する下皿２４と打球を発射する打球操作ハンドル（以下操作ノブ
）２５とが設けられている。
【００２２】
　また、操作部１４の上面には、図３に示すように、カードユニット３においてビジター
カードまたは会員カードより読み出された度数が表示される度数表示部１７と、遊技の開
始または打球供給皿２３に持玉が少なくなったか或いは無くなった際に押圧操作されるこ
とで、度数表示部１７に度数（プリペイド残額の１００円を１単位とする値）が存在する
場合に所定数量のパチンコ玉の貸出が実施される貸出ボタンスイッチ１６と、遊技の終了
時にてカードユニット３に受付中のビジターカードまたは会員カードを返却させるための
返却ボタンスイッチ１５と、が設けられており、これら各部は操作部１４内部に設けられ
ている操作基板１８上に実装されている。
【００２３】
　ガラス扉枠２２の後方には、遊技盤２６が着脱可能に取付けられている。また、遊技盤
２６の前面には遊技領域２７が設けられている。この遊技領域２７の向かって右側の下方
領域に「特別図柄」と呼ばれる複数種類の識別情報が可変表示される特図可変表示部２８
と、その中央付近には、「演出図柄（飾り図柄ともいう）」と呼ばれる複数種類の識別情
報が可変表示されるとともに演出映像が表示される演出可変表示部２９と、「普通図柄」
と呼ばれる複数種類の識別情報が可変表示される普通可変表示部３０とが設けられている
。また遊技盤２６には、複数の入賞口４４や通過ゲート３１、始動入賞口３４、可変入賞
球装置３６が設けられているとともに、遊技領域２７の下部には、入賞しなかった打込玉
を回収するアウト口４６が形成されている。
【００２４】
　各入賞口に入賞したパチンコ玉並びにアウト口４６に流入したパチンコ玉、つまり、遊
技領域２７内に打ち出されたパチンコ玉は、遊技盤２６の方向に設けられた図示しない玉
流路によってパチンコ機２の背面に設けられた図示しない玉排出口に集められて、パチン
コ機２の下方に設けられたアウト球計数器２６（図２参照）に排出される。
【００２５】
　これら各入賞口に打玉が入賞した場合には、各入賞に対応した玉数（例えば、３玉や７
６玉や１５玉）が払い出し条件成立玉数カウンタに加算更新されて、該払い出し条件成立
玉数カウンタに加算された玉数が所定数（本実施例では１０）になったことに応じて１パ
ルスの賞球信号１が外部に出力され、該出力に応じて所定数（本実施例では１０）が減算
更新されることで、これら玉数の払い出し条件が成立していることが外部に通知されると
ともに、各入賞口に応じた賞球が、後述する玉払出装置２９７により払い出され、該玉払
出装置２９７により払い出された賞球の検出数が所定数（本実施例では１０）になったこ
とに応じて１パルスの賞球信号１が外部に出力されることで、払い出しが完了した賞球数
が外部に通知される。
【００２６】
　尚、玉払出装置２９７により払い出された賞球は、打球供給皿（上皿）２３に供給され
、該打球供給皿（上皿）２３が満杯で打球供給皿（上皿）２３に流入不能である場合には
、下皿２４に流下して貯留される。また、下皿２４には下皿２４に貯留されているパチン
コ玉を下皿２４の下方に排出させるための図示しない排出レバーが設けられており、大当
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り等で下皿２４に貯まったパチンコ玉を、排出レバーを操作して貯留箱に排出できるよう
になっている。
【００２７】
　打球操作ハンドル２５の操作によって揺動されるハンマー（図示略）によって発射され
た打玉は、打球レールを通って遊技領域２７に入り、その後、遊技領域２７を流下してい
く。この際、発射勢いが弱すぎて前記遊技領域２７に達しなかったパチンコ玉は、環流経
路（図示略）を通じて下皿２４に環流されるようになっている。
【００２８】
　また、遊技領域２７に打ち込まれた打込玉が通過ゲート３１を通過すると、普通可変表
示部３０に停止表示されている普通図柄が可変開始する。
【００２９】
　普通可変表示部３０の可変表示動作後の表示結果が予め定められた特定の表示結果（た
とえば○）となった場合に、始動入賞口３４に設けられた可動片３５が、遊技者にとって
不利な閉状態から所定時間（本実施例では０．５秒間）開成して遊技者にとって有利な状
態となる。
【００３０】
　また、始動入賞口３４にパチンコ玉が入賞すると、パチンコ機２の内部に設けられてい
る後述する遊技制御基板２３１において抽選が実施され、特図可変表示部２８において該
抽選結果に応じた態様の表示演出による全特別図柄の可変表示（変動表示）が開始される
とともに、該特図可変表示部２８の可変表示に連動して演出可変表示部２９において演出
表示が実施されるとともに、パチンコ機２の前面に設けられた遊技効果ＬＥＤにおいて該
抽選結果に応じた態様の点灯演出が後述するランプ制御基板２３５により開始される。
【００３１】
　尚、本実施例では、始動入賞口３４と特図可変表示部２８とを１つのみとしたパチンコ
機２を例示しているが、本発明はこれに限定されるものではなく、これら始動入賞口３４
を第１始動入賞口と第２始動入賞口として２つ設けるとともに、特図可変表示部２８を第
１始動入賞口への入賞に応じて特別図柄が可変表示（変動表示）を開始する第１特図可変
表示部と、第２始動入賞口への入賞に応じて特別図柄が可変表示（変動表示）を開始する
第２特図可変表示部とを設けるようにしても良い。
【００３２】
　そして、抽選の結果が大当りに当選している抽選結果の場合には、演出可変表示部２９
の停止表示結果が予め定められた特定の表示態様（たとえば７７７や４４４）となるよう
に、左、中、右の特別図柄が停止するように可変表示が停止される。そして、これら特定
の表示態様（たとえば７７７や４４４）となった場合、つまり、抽選結果が大当りに当選
している場合に、該パチンコ機２において遊技を行うための多量の遊技媒体であるパチン
コ玉を遊技者が獲得可能な遊技状態である大当り状態が発生するとともに、大当り信号１
が該大当りの状態中において継続して出力状態とされることで、該大当りの発生と大当り
である期間とが外部に通知される。
【００３３】
　また、特図可変表示部２８における特別図柄が停止したときに、所定パルス幅の始動信
号が出力され、特図可変表示部２８における特別図柄の可変表示（変動表示）が実施され
たことが外部に通知される。
【００３４】
　このように大当り状態が発生した場合には、可変入賞球装置３６に設けられた開閉板４
０が開成して遊技者にとって有利な第１の状態となる。この第１の状態は、所定期間（た
とえば３０秒間）の経過または打玉の所定個数（たとえば１０個）の入賞のうちいずれか
早い方の条件が成立することにより終了し、その後、遊技者にとって不利な第２の状態と
なる。
【００３５】
　その後、前記第２の状態から前記第１の状態に制御する繰返し継続制御が行なわれる。



(10) JP 5892437 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

この繰返し継続制御の上限回数は例えば７回や１５回と定められており、大当りの種別に
応じて異なる上限回数が設定されている。
【００３６】
　特図可変表示部２８の表示結果並びに演出可変表示部２９の演出図柄の表示結果が予め
定められた大当り図柄の組合せで停止表示されたときには前述したように大当りが発生す
るが、これら大当り図柄に停止表示される以前の状態において、リーチ状態が発生する場
合がある。
【００３７】
　また、前記始動入賞口３４への入賞に応じて遊技制御基板２３１にて実施される抽選に
おいては、大当り状態のみを発生させる抽選とともに、通常遊技状態と比較して大当り状
態が発生する可能性が遊技状態である確率変動状態を発生させる抽選も実施され、前記抽
選結果が確率変動状態を発生させる抽選に当選している抽選結果である場合には、その停
止表示結果が予め定められた確率変動図柄に一致した大当り図柄の組合せ（たとえば７７
７や３３３）となるように、左、中、右の特別図柄が停止するように可変表示が停止され
る演出制御が実施され、該演出制御後において当該抽選結果に応じた遊技状態である大当
りとするための遊技状態制御、具体的には、前記繰返し継続制御による「大当り状態」と
されるとともに、該「大当り状態」の終了後に、次の大当りが発生するまでの間において
再度大当りとなる確率が通常の確率状態よりも高い確率状態（例えば、通常状態の当選確
率の１０倍）となる確率変動状態（確変状態）となる。該確率変動状態中においては、大
当りの当選確率を高める制御とともに、さらに、次回の大当り発生時まで普通可変表示部
３０の１回の可変表示時間を通常遊技状態中よりも短縮制御され、可動片３５の開成制御
や開成時間の延長制御等が実施される後述する時短状態にもなる。尚、これら確率変動図
柄での大当りを、前記確率変動図柄以外（たとえば４４４や８８８）の「通常大当り」と
区別して「確変大当り」と呼称し、これら大当り状態、確率変動状態、並びに後述する時
短状態において、大当り信号２が、後述する情報出力基板２９８より外部に出力されるこ
とで、後述する時短信号の出力の有無に基づいて、該確率変動状態の発生と確率変動状態
である期間とが外部に通知される。
【００３８】
　この確率変動状態においては、確率変動状態であることがパチンコ機２の前面に設けら
れている遊技効果ＬＥＤ等の点灯態様が確率変動状態に対応した態様にランプ制御基板２
３５によって変更されることで報知されるとともに、次の大当りが発生するまでの間にお
いて、始動入賞口３４に設けられた可動片３５が遊技者にとって有利な開成状態となる頻
度が、普通可変表示部３０の普通図柄の可変表示開始から停止表示までの時間が通常の遊
技状態よりも短縮（例えば３０秒から３秒へ短縮）されることで向上されるとともに、前
記可動片３５が開成している期間が通常遊技状態よりも延長（例えば０．５秒が３秒に延
長）される時短状態にもなることで、特図可変表示部２８並びに演出可変表示部２９で可
変表示が開始される始動入賞がし易い状態が保持されるとともに、該始動入賞に伴う賞球
が払い出されることで、確率変動状態中において、遊技者の持ち玉が大きく減少しないよ
うになっている。
【００３９】
　そして、確率変動状態中において発生した大当りが、再度、確率変動図柄による「確変
大当り」である場合には、該大当り状態の終了後に再度確率変動状態となるため、「確変
大当り」が連続して発生することで大当り状態の連荘が継続する。
【００４０】
　また、特図可変表示部２８並びに演出可変表示部２９で可変表示された特別図柄並びに
演出図柄が所定の確率変動図柄以外の図柄の組合せで停止表示されたときには、前記繰返
し継続制御による「大当り」の終了後に、特図可変表示部２８並びに演出可変表示部２９
で可変表示を所定回数（例えば１００回）行うか或いは前記大当り状態が発生するかいず
れかの条件が成立するまでの間、始動入賞口３４に設けられた可動片３５が、遊技者にと
って有利な開成状態となる頻度が向上することにより通常遊技状態と比較して大当りが発
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生する可能性が高い時短状態が発生する。
【００４１】
　これら時短状態における遊技者にとって有利な可動片３５が開成状態となる頻度の向上
は、確率変動中における可動片３５の開成頻度の向上とほぼ同様に、普通可変表示部３０
の普通図柄の可変表示から停止表示までの時間が通常の遊技状態よりも短縮（例えば３０
秒から３秒へ短縮）されることで向上されるとともに、前記可動片３５が開成している期
間が通常遊技状態よりも延長（例えば０．５秒が３秒に延長）されることで、特図可変表
示部２８での可変表示が開始される始動入賞がし易い状態が保持されるとともに、該始動
入賞に伴う賞球が払い出されることで、これら時短状態中において、遊技者の持ち玉が大
きく減少しないようになっている。尚、これら時短状態中において、時短中信号が出力状
態とされることで、該時短状態の発生と時短状態となっている期間が外部に通知される。
【００４２】
　尚、時短状態（確率変動状態における時短状態を含む）においては、特図可変表示部２
８並びに演出可変表示部２９で可変表示された特別図柄並びに演出図柄の変動パターンと
して、変動時間が非常に短い超短縮の変動パターンが高い割合にて決定されることで、該
時短状態においては、単位時間において実施される特図可変表示部２８並びに演出可変表
示部２９で可変表示回数（始動回数）が大きくなるように制御されることで、大当りの終
了後において、次の大当りが発生するまでの時間が著しく短縮されるようになっている。
【００４３】
　次に、パチンコ機２の背面の構造について図４に基づき説明する。パチンコ機２の遊技
盤２６の裏面側には、機構板２３６が設けられている。この機構板２３６の上部には玉タ
ンク２３８が設けられ、前記遊技島の上部の供給樋の側面に設けられた分流樋より導出さ
れた供給管よりパチンコ玉が玉タンク２３８に供給される。玉タンク２３８内のパチンコ
玉は、誘導樋２３９を通って玉払出装置２９７に供給される。
【００４４】
　この誘導樋２３９上には、玉払出装置２９７に供給されるパチンコ玉が存在しない玉切
れ状態を検出するための玉切れセンサが設けられており、該玉切れセンサにより玉切れ状
態が検知された場合には、玉払出装置２９７からの賞球の払い出しが中止されるとともに
、玉切れ信号が情報出力基板２９８より外部に出力されることで、玉切れ状態であるため
に賞球の払い出しを停止していることが外部に通知される。
【００４５】
　玉払出装置２９７により払い出されたパチンコ玉は、図示しない賞球樋を通じて打球供
給皿（上皿）２３に供給される、打球供給皿（上皿）２３が一杯である場合には、誘導流
路を通じて下皿２４に供給される。
【００４６】
　また、下皿２４へパチンコ玉を誘導する誘導流路上には、下皿２４へ流入するパチンコ
玉が誘導流路内に流下せずに停止していること、つまり、下皿２４が一杯でパチンコ玉が
下皿２４に流入不能であることを検知する下皿満杯センサが設けられており、該下皿満杯
センサにより下皿２４が一杯であることが検知された場合には、玉払出装置２９７からの
賞球の払い出しが中止されるとともに、下皿満杯信号が情報出力基板２９８より外部に出
力されることで、下皿２４が満杯であるために賞球の払い出しを停止していることが外部
に通知される。
【００４７】
　機構板２３６には、演出可変表示部２９の表示制御を行う表示制御基板２８０等が搭載
された可変表示制御ユニット２２９、基板ケース２３２に覆われ遊技制御用マイクロコン
ピュータ等が搭載された遊技制御基板２３１、パチンコ玉の払出制御を行う払出制御用マ
イクロコンピュータ等が搭載された賞球制御基板２３７が設置されている。さらに、機構
板２３６には、駆動モータ２９４の回転力を利用して遊技球を遊技領域１０７に発射する
打球発射装置２３４と、打球発射装置の制御を行うマイクロコンピュータ等が搭載された
発射制御基板２９１と、スピーカ２２７および遊技効果ＬＥＤ・ＬＥＤ等に信号を送るた
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めのランプ制御基板２３５と、ガラス扉枠１０２の後方に設けられたスピーカから出力す
る音声の出力制御を行うマイクロコンピュータ等が搭載された音声制御基板２７０と、が
設けられている。
【００４８】
　これら本実施例に用いたパチンコ機２の構成を図５に基づいてまとめると、パチンコ機
２には、演出可変表示部２９の表示制御を行う表示制御基板２８０と、打球操作ハンドル
２５の操作に基づき打球供給皿２３に払い出されたパチンコ玉を遊技領域２７に発射する
打球発射装置の制御を行う発射制御基板２９１と、玉タンク２３８（図４参照）に供給さ
れたパチンコ玉の払出を実施する玉払出装置２９７に接続され、遊技制御基板２３１から
出力される払出指示（払い出しコマンド）に基づきパチンコ玉の払出制御を行うとともに
、玉払出装置２９７内に設けられ、該玉払出装置２９７の払い出し部から払い出されたパ
チンコ玉を検出する検出部において、所定数である１０玉のパチンコ玉が検出されたこと
に応じて賞球信号２を出力する賞球制御基板２３７と、遊技効果ＬＥＤ等の制御を実施す
るランプ制御基板２３５と、スピーカ２２７から出力される音声の出力制御を行う音声制
御基板２７０と、各種の外部出力信号を所定の信号形態にて出力する情報出力基板２９８
と、これら各部の制御や前述の各種の抽選等を実施する遊技制御基板２３１とが設けられ
ており、これらは図５に示すように接続され、前述の打球供給皿２３に払い出されたパチ
ンコ玉を使用して遊技を実施できるようになっている。
【００４９】
　尚、玉払出装置２９７には、カードユニット３内部に設けられて、該カードユニット３
の動作制御を行う制御ユニット３２８に、フラットケーブル（ＦＫ）並びにインターフェ
イス基板２３７’を介して接続されており、該制御ユニット３２８からパチンコ玉の貸し
出しに関する信号の授受が可能とされているとともに、制御ユニット３２８が、操作部１
４に設けられている返却ボタンスイッチ１５、貸出ボタンスイッチ１６、度数表示部１７
の制御を実施できるようになっている。
【００５０】
　本実施例の遊技制御基板２３１からは、払い出し条件成立玉数カウンタが所定数である
１０になったことに応じて賞球信号１が出力される。これら賞球信号１は、図５に示すよ
うに、情報出力基板２９８を中継して外部出力される。
【００５１】
　また、本実施例の賞球制御基板２３７からは、上記したように、玉払出装置２９７から
払い出されたパチンコ玉が所定数である１０玉になったことに応じて賞球信号２が出力さ
れる。これら賞球信号２は、図５に示すように、情報出力基板２９８を中継して外部出力
される。
【００５２】
　情報出力基板２９８からは、図５に示すように、上記した賞球信号１や賞球信号２に加
えて、大当り状態中であることを示す大当り信号１や、大当り状態或いは確率変動状態或
いは時短状態のいずれかの状態であることを示す大当り信号２や、時短状態であるときに
おいてのみ出力される時短信号とともに、演出可変表示部２９における可変表示の表示が
確定したことを示す始動信号、玉切れ状態であることを示す玉切れ信号、下皿２４が満杯
状態であることを示す下皿満杯信号が出力される。
【００５３】
　情報出力基板２９８は、図５に示すように信号ケーブル９を通じて台端末５に接続され
ており、該情報出力基板２９８から出力される各信号が、台端末５に入力されるようにな
っている。
【００５４】
　尚、信号ケーブル９の一部は、前述したアウト球計数器２６（図２参照）にも接続され
ており、該アウト球計数器２６において所定球数（本実施例では１０玉）のアウト玉（打
込玉）数が計数される毎に所定時間幅のパルスとして出力されるアウト玉計数信号が台端
末５に入力されるようになっている。
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【００５５】
　次に、本実施例の台端末５について以下に説明すると、本実施例の台端末５は、図１に
示すように、４台のパチンコ機２に対して１台の台端末５が配置され、該４台のパチンコ
機２等から出力される各信号を１台の台端末５にて収集し、該収集した４台のパチンコ機
２に関する送信データを島端末６に送信するようになっている。
【００５６】
　また、これら島端末６には最大で４４台の前記台端末５が接続可能とされていて、１台
の島端末６にて、４４（収集ユニット）×４（各台端末５に接続可能なパチンコ機２の台
数）＝１７６台のパチンコ機２の情報を所定期間毎（本実施例では約１０秒に１回）に収
集してホールコンピュータ１４０に送信するようになっており、ハブ７には最大１０台の
島端末６が接続可能とされていて、システム全体の総合計として１７６×１０＝１７６０
台のパチンコ機２の情報を収集、管理できるようになっている。
【００５７】
　本実施例の台端末５の構成は、図６（ａ）に示すように、第１ポート５８１から第４ポ
ート５８４までの４つのポートを有しており、該４つのポート５８１～５８４にそれぞれ
パチンコ機２並びにカードユニット３が接続される。
【００５８】
　これら４つの各ポート５８１～５８４は、台端末５の動作を制御するための制御マイコ
ン（ＭＰＵ）５７９に接続されており、該制御マイコン（ＭＰＵ）５７９が各ポート５８
１～５８４における信号の入力の有無を検知することができるようになっている。
【００５９】
　また、制御マイコン（ＭＰＵ）５７９には、該制御マイコン（ＭＰＵ）５７９が実行す
る各種の制御を行うためのプログラムや当該台端末５のユニットＩＤや各ポート５８１～
５８４に接続されたパチンコ機２の台番号や、ホールコンピュータ１４０から送信される
各ポートに接続されているパチンコ機２の台番号と賞球差数に関する閾値等の各種設定デ
ータ等が記憶された不揮発性のＥＥＰＲＯＭ５７６と、制御マイコン（ＭＰＵ）５７９が
実施する各種の制御処理における記憶に使用されるとともに、図７に示す遊技情報テーブ
ルや後述する各ポート５８１～５８４に対応した各種の賞球差数カウンタが記憶されるＲ
ＡＭ５７５と、島端末６とのデータ通信を行うための通信部５６９が接続されており、該
通信部５６９から、後述する遊技情報テーブルに集計された各遊技情報を含む、図６（ｂ
）に示す所定形式の送信データ構成とされた台遊技情報データを島端末６を介してホール
コンピュータ１４０に送信することで、該台端末５が収集した遊技情報がホールコンピュ
ータ１４０にて管理される。
【００６０】
　尚、制御マイコン（ＭＰＵ）５７９は、各ポート５８１～５８４毎、つまり、各パチン
コ機２毎に後述する賞球差数カウンタ処理や判定タイマ監視処理等の各種制御処理を並行
して実行するようになっているとともに、所定のタイマ値を設定することで、該設定した
タイマ値の時間の経過を検知することが可能な内部タイマを有している。
【００６１】
　また、各ポート５８１～５８４には、図６（ａ）において、ポート５８１に例示するよ
うに、８つの信号入力部５８１ａ～５８１ｉが設けられており、信号入力部５８１ａ、５
８１ｂ、５８１ｃ、５８１ｄ、５８１ｅ、５８１ｆ、５８１ｇ、５８１ｈにそれぞれ、パ
チンコ機２から出力される大当り信号１、大当り信号２、時短信号、始動（スタート）信
号、賞球信号１、賞球信号２、玉切れ信号、下皿満杯信号が入力され、信号入力部５８１
ｉにアウト球計数器２６から出力されるアウト球計数信号が入力され、該信号入力部５８
１ａ、５８１ｂ、５８１ｃ、５８１ｄ、５８１ｅ、５８１ｆ、５８１ｇ、５８１ｈ、５８
１ｉにおいて各信号の入力が検出されて信号検出に応じた出力が制御マイコン（ＭＰＵ）
５７９に出力されるようになっている。
【００６２】
　ＲＡＭ５７５に記憶されている遊技情報テーブルには、図７に示すように、個々のポー
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トに接続されているパチンコ機２毎に、各パチンコ機２から出力される前述した大当り信
号１、大当り信号２、時短信号の入力状態に基づく現在の遊技状態と、最新の遊技状態デ
ータ（左のビットから順に信号入力部５８１ａ、信号入力部５８１ｂ、信号入力部５８１
ｃの入力状態、０：ＬＯＷ／未接続、１：ＨＩＧＨ）、前回の遊技状態データ（最新の遊
技状態データに更新される前の遊技状態データ）、アウト玉計数信号の入力毎に１０が加
算更新されて集計された営業開始時点からの総打込玉数、賞球信号２の入力毎に１０が加
算更新されて集計された払出総賞球数、総打込玉数から払出総賞球数を減じた差玉数、賞
球信号１の入力毎に１０が加算更新されて集計された入賞総賞球数、始動信号の入力毎に
１が加算更新されて集計された総始動回数、大当り状態の発生が識別される毎にリセット
されて大当りの発生後からの始動回数である大当り後始動回数、営業開始時点からの大当
りの発生回数である大当り回数、営業開始時点からの確変状態の発生回数である確変回数
と、営業開始時点からの時短状態の発生回数である時短回数とからなる遊技情報が格納さ
れており、これら遊技情報は、各信号入力部への各信号の入力に応じて最新の情報に更新
されるようになっており、これらのデータが、図６（ｂ）に示すフォーマットにてホール
コンピュータ１４０に送信される。
【００６３】
　尚、遊技状態データとしては、通常状態は「０００」、大当り状態は「１１０」、確変
状態は「０１０」、時短状態は「０１１」となる。
【００６４】
　また、ＲＡＭ５７５には、各ポート５８１～５８４における賞球信号１の入力毎に１０
が加算される一方、当該ポート５８１～５８４における賞球信号２の入力毎に１０が減算
されることで、各ポート５８１～５８４に接続された個々のパチンコ機２の入賞総賞球数
と払出総賞球数との差をカウント可能な賞球差数カウンタが記憶されている。
【００６５】
　次に、本実施例に用いたホールコンピュータ１４０の構成について図８に基づいて説明
すると、該ホールコンピュータ１４０は、コンピュータ内部にてデータの送受を行うデー
タバス１４１に、島端末６受信した送信データに含まれる各パチンコ機２から収集した各
遊技情報に基づいて、各パチンコ機２における遊技状態の判定処理や、台別遊技情報テー
ブル（図９参照）並びに台別遊技状態履歴テーブル（図１０）の記憶データを更新する処
理や、これら各情報テーブルのデータを表示する表示処理等を実施するＣＰＵ１４２、ワ
ークメモリ等として使用されるＲＡＭ１４３、時刻情報やカレンダ情報を出力するＲＴＣ
１４４、磁気ディスクや光磁気ディスクから成る記憶装置１４５、後述する賞球差数判定
設定画面における設定対象台の選択受付けや補給種別の入力の受付け等を行うためのキー
ボードやマウス等の入力装置１４６、前記各情報テーブルのデータを表示出力するととも
に、警告表示を行うための表示装置１４７や、前記各情報テーブルのデータを印刷出力す
るためのプリンタ１４８、各島端末６とのデータ通信を行う通信部１４９、が接続された
通常のコンピュータである。
【００６６】
　台別遊技情報テーブルには、図９に示すように、遊技場内に設置されている各パチンコ
機２の台番号に対応付けて、当該パチンコ機２における現時点の遊技状態、最新の遊技状
態データ、前回の遊技状態データ、総打込玉数、払出総賞球数、差玉数、入賞総賞球数、
総始動回数、営業開始時点からの大当り回数、営業開始時点からの確変回数と、営業開始
時点からの時短回数等の台端末５にて集計されたデータとともに、払出総賞球数を総打込
玉数にて除した百分率値であるベース（％）や、大当り中における入賞により払い出され
た賞球の合計である大当り中賞球総数や、大当り中において使用されたパチンコ玉の総数
である大当り中打込総数や、大当り中賞球総数を大当り中打込総数で除した百分率値であ
る大当り中ベース（％）や、時短状態（確変状態における時短状態も含む）における入賞
により払い出された賞球の合計である時短中賞球総数や、時短状態（確変状態における時
短状態も含む）において使用されたパチンコ玉の総数である時短中打込総数や、時短中賞
球総数を時短中打込総数で除した百分率値である時短中ベース（％）や、営業開始から１
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回目の大当りまでの始動回数と各大当り間の始動回数が記憶されている。
【００６７】
　尚、大当り中賞球総数や大当り中打込総数、時短中賞球総数や時短中打込総数、大当り
間始動回数については、図１０に示す台別遊技状態履歴テーブルにおける当該台番号の遊
技状態履歴のデータから集計される。具体的に、大当り中賞球総数は、台別遊技状態履歴
テーブルにおける当該台番号の遊技状態履歴のうち、遊技状態が「大当り」に対応する「
入賞賞球数」を合計することで集計され、大当り中打込総数は、台別遊技状態履歴テーブ
ルにおける当該台番号の遊技状態履歴のうち、遊技状態が「大当り」に対応する「打込玉
数」を合計することで集計される。
【００６８】
　また、時短中賞球総数は、台別遊技状態履歴テーブルにおける当該台番号の遊技状態履
歴のうち、遊技状態が「時短」並びに「確変」に対応する「入賞賞球数」を合計すること
で集計され、時短中打込総数は、台別遊技状態履歴テーブルにおける当該台番号の遊技状
態履歴のうち、遊技状態が「時短」並びに「確変」に対応する「打込玉数」を合計するこ
とで集計される。
【００６９】
　また、大当り間始動回数は、台別遊技状態履歴テーブルにおける当該台番号の遊技状態
履歴のうち、各「大当り」の履歴に対応する「総スタート回数」から、その大当りの前の
「大当り」の「総スタート回数」（初回の場合には「０」）を減算することで算出される
。
【００７０】
　台別遊技状態履歴テーブルには、図１０に示すように、各パチンコ機２の台番号に対応
付けて、個々のパチンコ機において発生した当該営業日の営業開示時からの遊技状態の履
歴と、該遊技状態の開始時のデータと該遊技状態中に発生したデータとが記憶されるよう
になっている。
【００７１】
　具体的には、各遊技状態（通常：通常遊技状態、大当り：大当り状態、確変：確率変動
状態、時短：時短状態）、当該遊技状態の発生時刻、当該遊技状態の発生時点の総スター
ト回数、当該遊技状態の期間中のスタート回数、当該遊技状態の発生時点の総打込玉数、
当該遊技状態の期間中の打込玉数、当該遊技状態の発生時点の払出総賞球数、当該遊技状
態の期間中の払出賞球数、当該遊技状態の期間中の差玉（払出賞球数－打込玉数）、当該
遊技状態の発生時点の入賞総賞球数、当該遊技状態の期間中の入賞賞球数からなる状態別
データが、各パチンコ機２にて発生した順に格納されるようになっており、これら状態別
データのうち最新の遊技状態の状態別データ（最も下方の状態別データ）が、台端末５か
ら送信される送信データにより更新される。
【００７２】
　尚、各台端末５は、定期的な送信要求により図６（ｂ）に示す送信データを送信するが
、パチンコ機２の遊技状態が変化した場合には、該遊技状態が変化した時点において送信
データを送信するので、台別遊技状態履歴テーブルにおける各状態別データの時刻は、各
パチンコ機２で当該遊技状態が発生した時点の時刻が格納される。
【００７３】
　本実施例のホールコンピュータ１４０においては、所定の操作を実施することで、図１
１に示す賞球差数判定設定画面が表示されるようになっており、該賞球差数判定設定画面
において、各台端末５において不具合や不正の有無判定（異常判定）を実施するために必
要となる、判定を実施するタイミング並びに該タイミングにて判定に使用する差数の閾値
（絶対値）を集中設定できるようになっている。
【００７４】
　この本実施例の賞球差数判定設定画面には、図１１に示すように、画面上方位置に、設
定対象とするパチンコ機を指定するための「設定対象台」の項目と、判定タイミング１～
３の項目とが設けられており、「設定対象台」の項目にて設定対象とするパチンコ機２を
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指定した後、該設定対象とするパチンコ機２について賞球差数による判定を実施するタイ
ミングと閾値とを判定タイミング１～３の項目において指定して、「設定」の選択入力部
を選択入力して設定を行う。
【００７５】
　判定タイミング１～３の項目には、図１１に示すように、判定を実施する契機とする事
象の事象選択部と、該事象選択部にて選択した事象が発生したことを契機として判定を行
うまでの時間（秒数）を入力する時間入力部と、当該判定にて使用する閾値を入力する閾
値入力部とが設けられている。
【００７６】
　事象選択部には、台端末５がパチンコ機２から出力される各信号等に基づいて発生を特
定可能な複数の事象が予め選択可能にメニュー設定されており、事象選択部の「▽」表示
を選択することで表示されるポップアップウインドウに表示される事象メニューの中から
、所望する事象を選択すれば良い。
【００７７】
　時間入力部には、事象選択部にて選択した事象に対応した時間を入力すれば良い。例え
ば、事象選択部にて「大当り終了時」を選択した場合には、該大当り中において発生した
入賞に対する賞球の払い出しがほぼ完了するには、比較的長い時間が必要とされることか
ら、例えば３０秒等の比較的長い時間を入力して設定すれば良い。この場合、閾値入力部
には、大当りにおいては、可変入賞球装置３６への入賞の状況が大きく変化する場合があ
る、つまり、開閉板４０が開成に応じてほぼ均等に入賞が発生する状況や、大当りが終了
する最後ラウンドの開閉板４０の１の開閉において、多数のパチンコ玉が一気に流入する
状況もあるので、これらの状況並びに時間入力部に入力した時間に応じた閾値、例えば、
図１１に示すように比較的多い５０玉等の閾値を設定すれば良い。
【００７８】
　また、例えば、事象選択部にて「時短終了時」を選択した場合には、該時短では大当り
に比較して入賞による賞球が少ないことから、該時短中に発生した入賞に対する賞球の払
い出しが大当りよりも短い時間でほぼ完了すると考えられるので、大当りよりも短い時間
、例えば、１０秒等時間を入力して設定すれば良い。この場合、閾値入力部には、時短に
おいては、大当りに比較して入賞の状況の変化度合いが小さいので、大当りの場合に比較
して少ない１０玉等の閾値を設定すれば良い。
【００７９】
　また、例えば、事象選択部にて「払出賞球数の最終変化」を選択した場合には、未払い
出しの賞球の払い出しが全て完了して、払出賞球数の変化のない状態が継続する時間、つ
まり、払出賞球数の変化のない入賞総賞球数と払出総賞球数とが一致している状態とみな
す時間を設定すれば良く、例えば、５秒等時間を入力して設定すれば良い。尚、この場合
の閾値としては、入賞総賞球数と払出総賞球数とが一致している状態となると考えられる
ことから、例えば、図１１に示すように０玉等の閾値を設定すれば良い。
【００８０】
　そして、画面下方の「設定」の選択入力部を選択入力すると、設定対象として指定され
たパチンコ機２が接続されている台端末５が特定され、特定された台端末５に対して、該
賞球差数判定設定画面における設定内容である、判定タイミング１～３の内容（判定事象
、秒数、閾値）と台番号とを含む設定データが送信されることにより、後述するように、
台端末５のＥＥＰＲＯＭ５７６に記憶されている設定データが更新記憶されることにより
、これら設定内容が反映され、設定内容に基づく判定が実施される。
【００８１】
　以下、本実施例の台端末５において賞球差数エラーが判定される流れについて、図１２
、図１３に示すフロー図に基づいて以下に説明する。
【００８２】
　台端末５の制御マイコン（ＭＰＵ）５７９は、各ポートへの信号入力を監視しており、
信号入力があった場合には、前述したように、遊技情報テーブルの遊技情報を更新する更
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新処理を実施するとともに、図１２に示す賞球差数カウンタ処理を実施する。
【００８３】
　尚、賞球差数カウンタ処理は、前述したように、個々のポート５８１～５８４毎に独立
して実施される処理であり、以下の説明では、第１ポート５８１を例に説明するが、第２
ポート５８２、第３ポート５８３、第４ポート５８４も同一である。
【００８４】
　本実施例の賞球差数カウンタ処理において制御マイコン（ＭＰＵ）５７９は、まず、信
号入力部５８１ａ，５８１ｂ、５８１ｃにおける大当り信号１、大当り信号２、時短信号
の入力状態により、該ポートに接続されているパチンコ機２の遊技状態が、大当り状態、
または時短状態（確変状態を含む）に移行したか否かを判定する（ステップＳ１）。
【００８５】
　具体的に、大当り状態に移行したことは、前述したように、大当り信号１、大当り信号
２、時短信号の入力状態が「１００」に変化したことにより判定できる。また、時短状態
に移行したことは、前述したように、大当り信号１、大当り信号２、時短信号の入力状態
が「０１１」（確変状態の場合には「１１０」）に変化したことにより判定できる。尚、
変化したか否かは、遊技情報テーブルの前回の遊技状態データとの比較により判定すれば
良い。
【００８６】
　遊技状態が、大当り状態に移行した場合には、該ポートに対応する賞球差数カウンタ（
大当り）をリセットし、時短状態（確変状態を含む）に移行した場合には、該ポートに対
応する賞球差数カウンタ（時短）をリセットした後（ステップＳ２）、大当り状態に移行
した場合には、集計中フラグ（大当り）をセットし、時短状態（確変状態を含む）に移行
した場合には、集計中フラグ（時短）をセットして（ステップＳ３）、ステップＳ１に戻
る。
【００８７】
　これらステップＳ３にて集計中フラグ（大当り）または集計中フラグ（時短）がセット
されている場合、つまり、大当り状態または時短状態に移行した後においては、ステップ
Ｓ１で「Ｎｏ」と判定されてステップＳ４に進み、該ステップＳ４にて「Ｙｅｓ」と判定
されることでステップＳ５に進んで、賞球信号１の入力があるか否かを判定する。
【００８８】
　賞球信号１の入力がある場合には、ステップＳ６に進んで、集計中フラグの種別（大当
りまたは時短）に対応する賞球差数カウンタに１０を加算してステップＳ７に進む一方、
賞球信号１の入力がない場合には、ステップＳ６を経由せずにステップＳ７に進んで、賞
球信号２の入力があるか否かを判定する。
【００８９】
　賞球信号２の入力がある場合には、ステップＳ８に進んで、集計中フラグの種別に対応
する賞球差数カウンタから１０を減算してステップＳ９に進む一方、賞球信号１の入力が
ない場合には、ステップＳ８を経由せずにステップＳ９に進んで、集計中フラグの種別に
対応する判定タイミングであるか否かを判定する。
【００９０】
　判定タイミングは、前述したように、ホールコンピュータ１４０から送信されてＥＥＰ
ＲＯＭ５７６に記憶されている設定データに基づいて、賞球差数判定設定画面にて設定さ
れた判定タイミングが特定されて、該判定タイミングとなっているか否かを判定する。
【００９１】
　具体的には、集計中フラグ（大当り）がセットされている場合には、大当り状態に対し
て設定されている判定タイミングである該大当りが終了した時点から３０秒後の時間にな
ったか否かを判定し、集計中フラグ（時短）がセットされている場合には、時短状態（確
変状態）に対して設定されている判定タイミングである該時短状態（確変状態）が終了し
た時点から１０秒後の時間になったか否かを判定する。
【００９２】
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　尚、これら３０秒や１０秒の時間が経過したか否かは、信号入力部５８１ａ，５８１ｂ
、５８１ｃにおける大当り信号１、大当り信号２、時短信号の入力状態により、大当り状
態または時短状態（確変状態）が終了したことを検知した時点において制御マイコン（Ｍ
ＰＵ）５７９がセットする大当り後判定用タイマまたは時短後判定用タイマがタイマアッ
プしたか否かにより特定される。
【００９３】
　つまり、制御マイコン（ＭＰＵ）５７９は、信号入力部５８１ａ～ｃに入力される大当
り信号１、大当り信号２、時短信号の入力状態を監視して、該入力状態が、大当り状態を
示す「１００」から「１００」以外の状態、例えば、「０１０」の確変状態や、「０１１
」の時短状態に変化した場合には、大当り状態が終了したものと判定するとともに、信号
入力部５８１ａ～ｃの入力状態が、時短状態を示す「０１１」から「０１１」以外の状態
、例えば、「０００」の通常状態や「１００」の大当り状態に変化した場合には、時短状
態が終了したものと判定して、各判定用タイマを設定する。
【００９４】
　判定タイミングでない場合には、ステップＳ９において「Ｎｏ」と判定されてステップ
Ｓ１に戻る一方、判定タイミングである場合には、ステップＳ１０に進んで、セットされ
ている集計中フラグの種別に該当する異常判定閾値を特定する。
【００９５】
　具体的には、集計中フラグ（大当り）がセットされている場合には、設定データにおい
て、大当り状態に対して設定されている異常判定閾値である５０を特定し、集計中フラグ
（時短）がセットされている場合には、時短状態（確変状態）に対して設定されている異
常判定閾値である１０を特定する。
【００９６】
　そして、セットされている集計中フラグの種別に該当する賞球差数カウンタの値が、ス
テップＳ１０にて特定した異常判定閾値以上であるか否かを判定する（ステップＳ１１）
。
【００９７】
　つまり、集計中フラグ（大当り）がセットされている場合には、賞球差数カウンタ（大
当り）のカウンタ値が５０以上であるか否かを判定し、集計中フラグ（時短）がセットさ
れている場合には、賞球差数カウンタ（時短）のカウンタ値が１０以上であるか否を判定
する。
【００９８】
　尚、該判定においては、賞球差数カウンタが＋５０や＋１０以上である場合だけではな
く、賞球差数カウンタが－５０や－１０以上である場合についても異常判定閾値以上であ
ると判定する。
【００９９】
　カウンタ値が異常判定閾値以上である場合には、ステップＳ１２に進んで、該カウンタ
値と当該ポートに接続されているパチンコ機２の台番号とを含む賞球差数エラー通知をホ
ールコンピュータ１４０に対して送信した後、ステップＳ１３に進む一方、カウンタ値が
異常判定閾値以上でない場合、つまりカウンタ値が異常判定閾値の範囲内である場合には
、ステップＳ１２を経由することなくステップＳ１３に進む。
【０１００】
　尚、図１２に明示していないが、本実施例のステップＳ１２においては、玉切れ信号や
下皿満杯信号が入力中であるか否かを判定し、玉切れ信号や下皿満杯信号が入力中である
場合には、パチンコ機２において玉切れ状態や下皿２４が満杯の状態となっていることで
、遊技球の払い出しが不能であるために賞球差数が大きくなって異常判定されたものと判
断できるので、これら玉切れ信号や下皿満杯信号が入力中である旨を含む賞球差数エラー
通知をホールコンピュータ１４０に対して送信し、玉切れ信号や下皿満杯信号が入力中で
ない場合には、これら玉切れ信号や下皿満杯信号が入力中である旨を含まない賞球差数エ
ラー通知をホールコンピュータ１４０に対して送信する。尚、後述するステップＳｔ１４
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、ステップＳｋ８でも、ステップＳ１２を同じ賞球差数エラー通知が送信される。
【０１０１】
　ステップＳ１３では、セットされている集計中フラグをリセットした後、ステップＳ１
に戻る。
【０１０２】
　このように、ステップＳ１２において、玉切れ信号や下皿満杯信号が入力中である旨を
含まない賞球差数エラー通知が、ホールコンピュータ１４０に対して送信された場合には
、ホールコンピュータ１４０において図１４に示すように、該賞球差数エラー通知に含ま
れる台番号と、賞球差数異常の発生メッセージとを含む警告画面が、表示装置１４７に表
示されることで、賞球差数異常が表示されている台番号のパチンコ機２で発生したことが
報知される。
【０１０３】
　また、玉切れ信号や下皿満杯信号が入力中である旨を含む賞球差数エラー通知が、ホー
ルコンピュータ１４０に対して送信された場合には、図１４に示す警告画面ではなく、玉
切れ若しくは下皿２４が満杯により賞球差数が閾値を超えている旨のメッセージテロップ
が、表示装置１４７の表示画面の下方にスクロール表示されて報知される。
【０１０４】
　尚、本実施例の警告画面には、図１４に示すように、「データ表示」の入力部が設けら
れており、該「データ表示」の入力部を入力することで、図１５に示すように、受信した
賞球差数エラー通知に含まれる賞球差数と、台別遊技情報テーブルに集計されている当該
パチンコ機２の入賞総賞球数と払出総賞球数のデータが表示されるようになっており、賞
球差数がどの程度であるのかや、入賞総賞球数と払出総賞球数のどちらが少ない状態であ
るのかを、迅速に把握できるようになっている。
【０１０５】
　そして、これらのデータとともに、図１５に示すように、台データの賞球を入賞総賞球
数に切り替えるか切り替えないかの選択入力部も表示されるようになっており、台データ
、具体的には、各種のベースや差玉等の台データの対象とする賞球を、入賞総賞球数に切
り替えることができるようになっている。
【０１０６】
　つまり、図１５に示す画面において「切り替える」を選択した場合にホールコンピュー
タ１４０は、当該台番号のパチンコ機の台別遊技情報テーブルにおける各種のベースや差
玉に関しては、払出総賞球数ではなく入賞総賞球数を使用して算出する。
【０１０７】
　すなわち、例えば、パチンコ機２で玉切れ等が発生していることを遊技者が気付かずに
遊技を終了して獲得したパチンコ玉を計数した場合には、入賞総賞球数よりも払出総賞球
数が少なくなってしまう状況が発生する可能性があるので、通常においては、遊技場内に
設置された図示しない玉計数器（ジェットカウンタ）にて計数されたパチンコ玉数との突
き合わせを容易とするために、遊技者に実際に払い出された玉数となる払出総賞球数を使
用して台データを算出するが、賞球信号２の信号線が抜け落ちてしまい、払出総賞球数を
全く集計できなくなって賞球差数が発生した場合には、台データに使用する賞球を通常に
おいて使用している払出総賞球数から入賞総賞球数に変更することで、当該パチンコ機２
における遊技者の遊技を中断させることなく、これら台データが全く管理不能となってし
まうことを回避することができる。
【０１０８】
　次に、本実施例の判定タイマ監視処理について説明する。尚、判定タイマ監視処理につ
いて使用する判定用タイマには、ＥＥＰＲＯＭ５７６に記憶されている設定データに基づ
いて、払出賞球数の最終変化に対応する期間である「５秒」が、台端末５の起動処理にお
いて予めセットされている。
【０１０９】
　また、以下の説明では、賞球差数カウンタ処理と同じく、第１ポート５８１を例に説明
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するが、第２ポート５８２、第３ポート５８３、第４ポート５８４も同一である。
【０１１０】
　本実施例の判定タイマ監視処理において制御マイコン（ＭＰＵ）５７９は、図１３に示
すように、まず、判定用タイマがタイマアップしたか否か（Ｓｔ１）、賞球信号１の入力
が有ったか否か（Ｓｔ２）を監視する。
【０１１１】
　ステップＳｔ１とステップＳｔ２の監視状態で賞球信号２の入力が有った場合には、ス
テップＳｔ１５に進んで、判定用タイマをリセットする。つまり、賞球信号２の入力が有
る毎に判定用タイマがリセットされることで、最後（直近）の賞球信号２の入力があった
時点からの経過時間がカウントされることになる。
【０１１２】
　そして、該リセットされた判定用タイマがタイマアップした場合、つまり、最後（直近
）の賞球信号２の入力があった時点からの経過時間が５秒となった場合には、該判定用タ
イマのタイマアップがＳｔ１にて検知されてＳｔ１１に進み、その時点において遊技情報
テーブルの当該第１ポート５８１に対応付けて記憶されている、入賞総賞球数と払出総賞
球数との賞球差数（入賞総賞球数－払出総賞球数）を算出する。
【０１１３】
　次に、該判定用タイマに対応する異常判定閾値、具体的には、払出賞球数の最終変化に
対応する異常判定閾値である「０」を、ＥＥＰＲＯＭ５７６に記憶されている設定データ
から特定する（ステップＳｔ１２）。
【０１１４】
　そして、ステップＳｔ１１にて算出した賞球差数が、ステップＳｔ１２にて特定した異
常判定閾値以上であるか否かを判定する（ステップＳｔ１３）。
【０１１５】
　尚、該判定においては、算出した賞球差数が０以外、つまり、正の値ではなく負の値で
あっても異常判定閾値以上であると判定する。
【０１１６】
　算出した賞球差数が異常判定閾値以上である場合には、ステップＳｔ１４に進んで、該
賞球差数と当該ポートに接続されているパチンコ機２の台番号とを含む賞球差数エラー通
知をホールコンピュータ１４０に対して送信した後、ステップＳｔ１５に進む一方、算出
した賞球差数が異常判定閾値以上でない場合、つまり賞球差数が０（入賞総賞球数と払出
総賞球数とが同一）である場合には、ステップＳｔ１４を経由することなくステップＳｔ
１５に進んで、判定用タイマをリセットする。
【０１１７】
　このように、ステップＳｔ１４おいて賞球差数エラー通知が、ホールコンピュータ１４
０に対して送信されることで、前述したステップＳ１２における賞球差数エラー通知と同
じく、ホールコンピュータ１４０において図１４に示す警告画面が表示されることで、賞
球差数異常が発生したことが報知される。
【０１１８】
　尚、本実施例では、ステップＳｔ１４においては、賞球差数エラー送信済フラグがセッ
トされていないことを条件に賞球差数エラー通知がホールコンピュータ１４０に送信され
、賞球差数エラー通知が送信された場合には、賞球差数エラー送信済フラグがセットされ
ることで、賞球差数エラー通知が繰返しホールコンピュータ１４０に送信されて、ホール
コンピュータ１４０において警告画面が繰返し表示されてしまうことがないようになって
いる。尚、これら賞球差数エラー送信済フラグは、ホールコンピュータ１４０からのリセ
ット指示によりリセットされる。
【０１１９】
　以上、本実施例によれば、集計手段を構成する賞球差数カウンタにより集計された値（
賞球差数）が所定の異常判定閾値以上であるか否かの判定が、大当り終了時や時短終了時
を契機する所定のタイミングや、賞球信号２の最後の入力を契機とする所定のタイミング
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においてのみ実施されるので、これら賞球差数が所定の異常判定閾値以上であると頻繁に
判定されて、不正や不具合の把握精度が低下してしまうことを回避できるとともに、これ
らの判定を常時実施する場合に比較して、該判定に伴う台端末５の処理負荷を低減するこ
とができる。
【０１２０】
　つまり、入賞が発生している場合においては、賞球信号１による入賞総賞球数と賞球信
号２による払出総賞球数とが異なっている状態となっていることが多いところ、これら各
賞球の差数が所定の異常判定閾値以上であるか否かを常時判定してしまうと、異常な状態
が発生していなくても異常判定閾値以上であると頻繁に判定されて、ホールコンピュータ
１４０において警告表示が頻繁に表示されてしまうことにより、実際に不正や不具合が発
生したのか、或いはそうではないのかを判断できなくなってしまい、不正や不具合の把握
精度が低下してしまうことを回避できる。
【０１２１】
　尚、本実施例では、これらの賞球差数による判定を、４台のパチンコ機２に対応して設
けられた台端末５にて実施することで、これらの判定に要する処理負荷を分散することで
、ホールコンピュータ１４０の処理負荷を低減できるようにしているが、本発明はこれに
限定されるものではなく、これら各パチンコ機２に関する賞球差数による判定を、ホール
コンピュータにおいて集中して実施するようにしても良く、この場合には、本発明のよう
に、該判定を所定タイミングにおいてのみ実施することで、該判定に要するホールコンピ
ュータ１４０の処理負荷を著しく低減することができる。
【０１２２】
　また、賞球差数による判定によって把握できる不正としては、例えば、遊技制御基板２
３１から賞球制御基板２３７への信号線に、不正な信号を賞球制御基板２３７に入力して
賞球の払い出しを実施させるぶら下がり基板による不正（入賞総賞球数よりも払出総賞球
数が著しく多くなる）や、賞球信号２の断線や抜け落ち等の不具合（入賞総賞球数よりも
払出総賞球数が著しく少なくなる）を把握することができる。
【０１２３】
　また、本実施例によれば、大当り状態や時短状態（確変状態を含む）等の遊技者にとっ
て有利な有利遊技状態の終了を契機としたタイミングにて判定を実施するので、これら有
利遊技状態に乗じて行われる不正、具体的には、有利遊技状態において払出指示が実施さ
れているときに、指示よりも多くの遊技球を払い出させることで、入賞もしていないのに
遊技球が払い出されて不正が検知されてしまうことが回避されたとしても、これらの不正
を的確に把握することができる。
【０１２４】
　また、本実施例によれば、判定タイマ監視処理により、最後の賞球信号２が入力されて
からの経過期間が所定時間に達したことを検知したことを契機とする予め定められたタイ
ミング、つまり、入賞による遊技球の払い出しが完了することで、入賞総賞球数と払出総
賞球数との賞球差数が少なくなるタイミングにおいて判定を実施するので、賞球差数の変
動による判定への影響を低減できるため、判定の精度を高めることができる。
【０１２５】
　また、本実施例によれば、個々の判定タイミングにて、各判定タイミングに対して設定
された異なる閾値、例えば、大当り終了後の判定タイミングについては「５０」、時短終
了後の判定タイミングについては「１０」、最後の賞球信号２の入力後の判定タイミング
については「０」により判定を実施するので、各タイミングに対応した的確な判定を実施
できる。
【０１２６】
　また、本実施例によれば、各種ベースや差玉数等の台データについては、遊技機におい
て実際に払い出された遊技媒体数の総数となる、賞球信号２（払出済情報）に基づく払出
総賞球数（総払出遊技媒体数）を使用するので、これら各パチンコ機２の払出総賞球数の
合計値と、獲得されたパチンコ玉を計数する玉計数器（ジェットカウンタ）において計数
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されたパチンコ玉数の合計値とは、原則的に同一であることから、これらの対比を簡便に
実施することができる。
【０１２７】
　また、本実施例によれば、図１５に示すように、各種ベースや差玉数等の台データに使
用する賞球数を、賞球信号２（払出済情報）に基づく払出総賞球数から、賞球信号１に基
づく入賞総賞球数に変更することが可能であるので、例えば、信号線の断線や抜け落ちに
よって賞球信号２（払出済情報）の入力に異常が発生しても、各種ベースや差玉数等の台
データに使用する賞球数並びに台データの集計を継続できる。
【０１２８】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限
られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発
明に含まれる。
【０１２９】
　例えば、前記実施例では、賞球差数カウンタにおける賞球信号１による加算並びに賞球
信号２による減算に基づく集計を、大当り状態や時短状態（確変状態を含む）となったと
きに実施するようにしているが、本発明はこれに限定されるものではなく、これら賞球差
数カウンタにおける集計を、大当り状態や時短状態に係わらずに、常に実施するようにし
ても良い。
【０１３０】
　また、前記実施例では、賞球差数を容易に特定できるように賞球差数カウンタを使用し
た形態を例示しているが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、判定用タイ
マがタイマアップした場合におけるステップＳｔ１１に示すように、その時点において遊
技情報テーブルに記憶されている、入賞総賞球数と払出総賞球数とから算出するようにし
ても良い。尚、この場合にあっては、入賞総賞球数を常に集計するのではなく、大当り状
態や時短状態（確変状態を含む）となったときに入賞総賞球数の集計を開始するとともに
、その時点の払出総賞球数を記憶しておき、判定タイミングとなった時点における払出総
賞球数と入賞総賞球数の集計開始時の払出総賞球数の差から、当該入賞総賞球数の集計期
間における払出総賞球数を特定し、該特定した払出総賞球数と、集計した入賞総賞球数と
の差から、判定タイミングにおける賞球差数を算出するようにしても良い。
【０１３１】
　また、前記実施例では、大当り状態や時短状態が終了したことを契機とするタイミング
や、最後（直近）の賞球信号２の入力があったことを契機とするタイミングにおいて、賞
球差数が異常判定閾値以上であるか否かを判定するようにしていが、本発明はこれに限定
されるものではなく、これらのタイミング以外の判定タイミングにおいて判定を実施して
も良い。
【０１３２】
　例えば、これら判定タイミングとして、台端末５の制御マイコン（ＭＰＵ）５７９が、
単位時間（例えば、３秒）当りに入力される賞球信号２から、単位時間当りに払い出され
た賞球数を特定する単位時間賞球数特定処理を実施し、該単位時間賞球数特定処理にて特
定した賞球数の変化が、予め設定されている規定値Ｐ以上となった場合、つまり、所定の
単位期間あたりに払い出された賞球数の変化に関する条件が成立したときに、該時点から
所定秒数、例えば、大当り状態において可変入賞球装置３６が開成して入賞し易いことで
単位時間当りの賞球数が多い状態から大当りが終了した場合には入賞がし難くなることに
より単位時間当りの賞球数が少なくなることで、単位時間当りの賞球数が変化した場合や
、時短状態において始動入賞しやすいことで単位時間当りの賞球数が多いが、時短状態が
終了した場合には、始動入賞がし難くなることにより単位時間当りの賞球数が少なくなる
ことで、単位時間当りの賞球数が変化した場合等において、これら単位時間当りの賞球数
の変化を検知した時点から１０秒（所定秒数）が経過した時点において、前述したステッ
プＳｔ１１～Ｓｔ１４の処理を実施して、賞球差数が異常判定閾値以上であるか否かを判
定するようにしても良く、このようにすることにより、多くの遊技媒体が短期間に払い出
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される大当りや、通常状態よりも単位時間内に多くの遊技媒体が払い出される時短状態等
の遊技状態が終了した時点を特定して判定を実施できるようになるので、終了した遊技状
態に乗じた不正を的確に把握することができる。
【０１３３】
　また、その他の判定タイミングとして、玉切れ信号や下皿満杯信号の入力が無くなって
から所定の時間が経過したタイミングにおいて、玉切れ後判定や満杯解消後判定に対応し
た異常判定閾値による判定を実施しても良い。
【０１３４】
　また、その他の判定タイミングとして、図１６に示す賞球数監視処理を各ポート毎に実
施して、入賞総賞球数と払出総賞球数との不一致が所定期間（所定回数）となったときに
、差数が異常判定閾値以上であるか否かを判定するようにしても良い。
【０１３５】
　具体的には、図１６に示すように、入賞総賞球数と払出総賞球数とを比較するための監
視用タイマがタイマアップしたか否かを判定する（ステップＳｋ１）。尚、これら監視用
タイマには、予め入賞総賞球数と払出総賞球数との比較を実施する適切な時間間隔を設定
しておけば良い。
【０１３６】
　監視用タイマがタイマアップしていない場合には、ステップＳｋ１に戻り、タイマアッ
プしている場合には、ステップＳｋ２に進んで、入賞総賞球数と払出総賞球数とが一致す
るか否かを判定する。
【０１３７】
　入賞総賞球数と払出総賞球数とが一致する場合には、ステップＳｋ９に進む一方、入賞
総賞球数と払出総賞球数とが一致しない場合には、ステップＳｋ３に進んで、不一致カウ
ンタに１を加算する。尚、不一致カウンタは、賞球差数カウンタと同様に、ＲＡＭ５７５
内の所定領域に、各ポート毎に設ければ良い。
【０１３８】
　そして、加算後の不一致カウンタの値が予め定められた規定値、例えば３に達している
か否かを判定する。尚、これら規定値は３回に限定されず、その他の値を使用しても良い
。
【０１３９】
　不一致カウンタの値が規定値に達していない場合には、ステップＳｋ１０に進む一方、
不一致カウンタの値が規定値に達している場合には、ステップＳｋ５に進み、その時点に
おいて遊技情報テーブルの、例えば、第１ポート５８１に対応付けて記憶されている、入
賞総賞球数と払出総賞球数との賞球差数（入賞総賞球数－払出総賞球数）を算出する。
【０１４０】
　次に、該判定に対応する異常判定閾値、具体的には、判定条件である不一致回数が規定
回数になったことに対応する異常判定閾値「Ｎ」を、ＥＥＰＲＯＭ５７６に記憶されてい
る設定データから特定する（ステップＳｋ６）。
【０１４１】
　そして、ステップＳｋ５にて算出した賞球差数が、ステップＳｋ６にて特定した異常判
定閾値以上であるか否かを判定する（ステップＳｋ７）。
【０１４２】
　算出した賞球差数が異常判定閾値以上である場合には、ステップＳｋ８に進んで、該賞
球差数と当該ポートに接続されているパチンコ機２の台番号とを含む賞球差数エラー通知
をホールコンピュータ１４０に対して送信した後、ステップＳｋ９に進む一方、算出した
賞球差数が異常判定閾値以上でない場合には、ステップＳｋ８を経由することなくステッ
プＳｋ９に進んで、不一致カウンタをリセットする。
【０１４３】
　そして、ステップＳｋ１０において監視定用タイマをリセットしてＳｋ１に戻るように
すれば良い。
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【０１４４】
　このようにすることにより、不一致と判定された回数（期間）が所定回数（期間）以上
となった場合に限り賞球差数が異常判定閾値以上であるか否かの判定が実施されるので、
賞球差数が存在する状況下において異常判定閾値による判定をタイムリーに実施でき、賞
球差数が存在しない状況下において無駄に判定が実施されてしまうことを回避できるので
、これら無駄な判定に伴う処理負荷を削減することができる。
【０１４５】
　また、前記実施例では、玉切れ信号や下皿満杯信号の入力があるときにも、賞球差数エ
ラー通知を送信するようにしているが、本発明はこれに限定されるものではなく、これら
玉切れ信号や下皿満杯信号の入力がある場合には、賞球差数エラー通知の送信を留保し、
該玉切れ信号や下皿満杯信号の入力がなくなった後の所定のタイミングにて再度判定を実
施して、該判定において異常判定閾値異常であると再度判定された場合において賞球差数
エラー通知の送信するようにしても良い。
【０１４６】
　また、前記実施例では、図１３においては、判定用タイマがタイマアップした時点、図
１６においては、不一致カウンタが規定値に達した時点において判定を実施しているが、
本発明はこれに限定されるものではなく、これら判定用タイマがタイマアップした時点や
不一致カウンタが規定値に達した時点を契機とした所定期間後（例えば３秒後）に判定を
実施するようにしても良い。
【０１４７】
　また、前記実施例では、有利遊技状態の終了を契機とする予め定められたタイミングと
して、玉払出装置２９７においてパチンコ玉を払い出すための時間を考慮して大当り状態
や時短状態が終了した時点を契機とした３０秒後や１０秒後に判定を実施するようにして
いるが、本発明はこれに限定されるものではなく、管理対象のパチンコ機２から、大当り
信号１や時短信号の出力が終了するタイミングが比較的遅く、玉払出装置２９７において
パチンコ玉を払い出すための時間が大当り状態の終了時や時短状態の終了時における演出
等により十分に確保されている場合には、これら３０秒後や１０秒を０秒として、大当り
状態や時短状態が終了したと特定した時点において、判定を実施するようにしても良い。
つまり、本発明における有利遊技状態の終了を契機とする予め定められたタイミングには
、有利遊技状態の終了時点が含まれる。
【０１４８】
　また、前記実施例では、図１５に示すように、ホールコンピュータ１４０において、操
作者が「切り替える」の選択入力部を選択することにより、台データの算出に使用する賞
球数を払出総賞球数から入賞総賞球数へ変更するようにしているが、本発明はこれに限定
されるものではなく、賞球信号２の入力が無いが賞球信号１の入力が有る状態であるか否
かを、賞球信号２の入力による払出総賞球数の変化が無く、賞球信号１の入力による入賞
総賞球数の変化があることに基づいてホールコンピュータ１４０が特定し、該特定に応じ
てホールコンピュータ１４０が、台データの算出に使用する賞球数を払出総賞球数から入
賞総賞球数へ自動的に切り替えるようにしても良い。
【０１４９】
　また、前記実施例では、遊技状態判別手段として、台端末５の制御マイコン（ＭＰＵ）
５７９が大当り信号１や大当り信号２や時短信号の入力状態によりパチンコ機２の遊技状
態を判別する形態を例示しているが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、
単位時間（１秒）当たりの賞球数が、大当りに対応する所定の判定値以上となったことに
より大当り状態であると判定し、該判定の後に判定値未満となったことにより該大当り状
態の終了と判定するように、大当り信号１や大当り信号２や時短信号を用いずに遊技機の
遊技状態を判別するものであっても良い。
【０１５０】
　また、前記実施例では、閾値を絶対値として取り扱うことで、賞球差数が正の閾値以上
となった場合とともに、負の閾値以上となった場合にも異常と判定するように、正負の場
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、例えば、正の閾値として５０を入力する一方、通常においては賞球差数がマイナスにな
ることはないので、賞球信号２の異常を示す負の閾値としては、正の閾値よりも小さい閾
値である例えば０や１０を設定できるようにし、これら正の閾値とは個別に設定された負
の閾値による判定を実施するようにしても良い。
【符号の説明】
【０１５１】
２　　　　　パチンコ機
３　　　　　カードユニット
５　　　　　台端末
６　　　　　島端末
２３　　　　供給管
２５　　　　供給玉計数器
１４０　　　ホールコンピュータ
１４７　　　表示装置
２３７　　　賞球制御基板
３２８　　　制御ユニット
５８１　　　ポート
５８２　　　ポート
５８３　　　ポート
５８４　　　ポート
５７９　　　制御マイコン（ＭＰＵ）　

【図１】 【図２】

【図３】
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